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JST CREST HARPSにおけるPV発電データと異分野連携

本研究はJST CREST「太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築」（代表 東京工業大 井村順一教授、JPMJCR15K1）の中において
実施された。
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 システム構築： 異分野間の連携促進
電力コラボレーションルーム （東京理科大学 葛飾キャンパス）
・ 遠隔地からのデータ抽出、モデル実験など

プロジェクトで作成した気象予測データやＰＶ出力推定・予測データ
⇒ HARPS OPEN Database(3)としてデータを一般公開（研究用）

HARPS ＯＡＳＩＳ(4) （データ可視化システム）

 各種分野での評価（ＰＶ実績・予測データの価値の創出）
 火力：発電予測 ⇒ 太陽光発電出力、抑制、供給支障（停電）の定量分析
 蓄電：発電予測 ⇒ 運用計画、予測のインパクト評価
 送電：日射量、気温、風向・風速のデータ ⇒ 送電線の温度管理
 電力市場取引：日射予測 ⇒ 太陽光発電出力

はじめに
 太陽光発電（ＰＶ）システムの導入加速（約49.5 GW：2019年3月現在）
 再エネ主力電源化（エネルギー基本計画） ⇒ ＰＶの利用用途の拡大が必要
 そのためには、ＰＶと各種分野との異分野連携（送配電、蓄電池・ＥＶ、ネット

ワーク制御など）

CREST HARPSの取り組み
次世代のエネルギーシステムについて学術サイドから研究を推進
気象・電力需給・需要家・送配電・市場取引・制御理論・数理科学の各専門分野

との連携
 PV発電の大量導入の将来、予測とネットワーク・制御の観点から分析
将来のＰＶ大量導入（2050年以降で300 GW）を見据えたシステム理論構築
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